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第４節 小串構内（山口大学医学部構内遺跡）の調査

１．保育所新営その他工事に伴う予備発

掘調査

調査地区 小串構内保育所南西側駐車場敷地

調査面積 50㎡

調査期間 平成27年５月13日～６月６日

調査担当 横山成己 山田圭子

調査結果

（１）調査の経緯（図58、写真107・108）

小串構内北部、体育館北側敷地において、保育

所の建て替え工事が計画された。山口大学医学部

構内遺跡は、北方ほど堆積層中の遺物の密度が高

く、南方へ移行するに従い遺物の密度が低くなる傾

向にあるが、構内北部北東側は現在まで駐車場と

しての土地活用が続いてきたため、地下の様相は

不明確であった。

そのような状況下で平成22年度に実施した地域

医療教育研修センター新営に伴う予備発掘調査で

は、近世客土下に主として古墳時代から古代にか

けての遺物が密に含まれる河川堆積層が存在する

ことが明らかとなった。元来、堆積層に含まれる遺物
註1

の由来地として構内北西部の丘陵を想定していた

が、この調査区は構内南東横を南流する真締川に

隣接することから、当地周辺においては、丘陵から

の遺物流入のほかに、河川による遺物流入を想定

する必要が生じることとなった。

開発予定地は、体育館北側の約1,000㎡であり、

丘陵地と真締川のほぼ中間地点に当たる。丘陵付

近の堆積層と真締川付近の堆積層の関係を明らか

にするため、北西－南東方向へ長くトレンチを設け

ることを模索したが、慢性的な駐車場不足から駐車

場をできる限り閉鎖したくないという医学部の要求を

最大限に考慮し、調査面積を5ｍ×12ｍとし、仮設

現場事務所、残土置き場を含め最小限の駐車場封

鎖で調査を実施することとなった。

【註】

１）横山成己（2014）「医学部地域医療教育研修センター新営工
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2．教育学部附属山口小学校ガス管交換工事に伴う立会調査

調査地区 白石構内

調査面積 約８㎡

調査期間 平成27年12月29日

調査担当 田畑直彦

調査結果

教育学部附属山口小学校でガス漏れが発生し、

教室棟Ａの南東側でガス管交換工事を行うことにな

ったため（図57）、緊急に立会調査を実施した。

Ａ地点とその周辺では現地表下62㎝まで掘削が

行われたが、全て造成土の範囲内であった。Ｂ地点

では現地表下49㎝までが表土・造成土で、以下49～

60㎝で河川埋土の可能性がある緑灰色（7.5GY6/1）

シルトを検出した。Ｃ地点では現地表下49㎝までが

表土・造成土で、以下49～63㎝で弥生時代以降の

遺構面形成層とみられるオリーブ黄色（5Y6/3）シル

ト、63～71㎝でオリーブ灰色（2.5GY6/1)シルトを検

出した（写真106）。また、オリーブ黄色シルトを検出

面とする溝もしくは河川を確認した。検出幅は約70㎝

で、埋土は明青灰色（5B7/1）シルトと灰色（N6/0）シ

ルトのブロック土、灰色（N6/0）粗砂、オリーブ灰色

（2.5GY6/1)シルト・粗砂である。最大深度は約20㎝

であったが、遺物は出土しなかった。

以上の結果、調査区内は削平が著しく、埋蔵文化

財に支障はなかったが、Ｂ・C地点周辺では溝もしく

は河川が存在する可能性が高く、埋蔵文化財の保護

に注意が必要である。

白石構内（白石遺跡）の調査

図57 調査区位置図

写真105 調査区全景（南西から）
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図 58　調査区位置図

写真 108　調査地点近景 （北から）

調査地

写真 107　調査地点遠景 （北上空から）
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事に伴う予備発掘調査」，山口大学埋蔵文化財資料館（編）『山口大学埋蔵文化財資料館年報－平成22年度－』，山口

（２）調査の経過（写真109～111）

調査は平成27年５月13日に着手し、翌14日に重機掘削を終了した。15日以降は旧耕土（第1層）（写

真109）、旧客土（第２層）の上面検出および掘削を行い、21日に自然堆積層である第３層上面を検出し

た（写真110）。以降、第３層から第５層まで掘削を進め、６月２日には予定通り海抜0ｍ付近までの掘削を

完了した。３日以降は断面精査および諸記録作成を実施する予定であったが、想定より早い梅雨入りに

より、翌３日には調査区壁面が大きく崩落した（写真111）。崩落は調査区南西側花壇の下に達しており、

現場復旧は困難であること、また隣接する駐車場ゲートも安全面から封鎖せざるをえない状況であること

から、急遽調査区東側約2/3を埋め戻し、翌４日に平板測量および調査区壁面遺存部の断面実測を試

みたが、精査中にさらに壁面の崩落が進行したため、柱状図の作成に止め、調査の続行を断念し、調査

区全域を埋め戻すこととなった。雨天作業中止をはさみ、６日には調査区の埋め戻しを完了した。

（３）基本層序（図59、写真112）

今回の調査では、現地表下約0.8mまでの造成土を重機により掘削した。造成土以下は人力による掘

削となったが、最終的に現地表下2.5ｍ付近までの掘削となることから、安全確保のため壁面に沿い0.8

ｍの平坦部を設け段掘りを行った。造成土下位に確認した堆積層は５層に区分される。

第１層は構内造成前の旧耕土（褐灰色弱粘質土）で、層厚約0.08ｍ。近世および近代の遺物を包含

する。第２層は江戸時代後期（18世紀末）に耕地化のため置かれた客土と推定される。層厚0.3ｍの青灰

色粘土であり、水田床土として利用されたため上部は土壌化してにぶい黄色を呈している。主として近

世の遺物を包含するが、既往の調査では中世の瓦質土器および古墳時代の須恵器も混ざる。第３層は

層厚0.2ｍの青灰色粘土と灰白色砂の互層。第４層は層厚0.7ｍのオリーブ黒色粘性細砂で、扇形の青

灰色砂が多く混ざる。二枚貝の痕跡と見られる。第５層は灰色強粘質土で、第４層同様扇形の青灰色砂

が見られるが、その量は少ない。既往の調査では、第４・５層より縄文土器や石錘、弥生土器甕、古墳時

代のものと見られる土師器甕体部片が出土している。

（４）遺物（図60、写真113、表10）

遺物が見られたのは第１層および第２－１層のみで、第３層以下からは出土していない。

図示可能な遺物はいずれも陶器である。１・２は陶胎染付の底部片。３・４は鉢の口縁部片。５は粗陶

器甕の口縁部片。６・７は擂鉢口縁部片で、６は肥前系、７は須佐唐津と見られる。

（５）小結

小串構内は、真締川右岸に立地している。真締川は、現在南に直進し河口に至っているが、江戸時

代には小串構内南端部（樋ノ口橋）で西折し、ＪＲ居能駅付近を河口としていた。そのため、本川（真締

川）が上流から運んだ土砂が河口を埋め、洪水被害に見舞われることが度々であったことが記録として

残されている。18世紀末の寛政11年（1799）には本川河口の付け替え工事が藩に申請され、河口を樋ノ

口橋から南方に直線的に付け替えた（新川）ことにより、川の流れが改善され、耕地化が進んだことが近

世文書「船木宰判本控」に記されている。
註1

当調査でも確認された旧耕土下の第２層は、耕地化に伴う客土と見られ、既往の調査では主として中
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図59 調査区平面図・断面柱状図

写真109 第１層上面検出状況（南東から）

写真110 第３層上面検出状況（南東から）

写真111 調査区崩落状況（東から）

写真112 調査区南壁西端部土層断面（北東から）
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図 59　調査区平面図 ・ 断面柱状図

写真 109　第 1 層上面検出状況 （南東から）

写真 110　第 3 層上面検出状況 （南東から）

写真 111　調査区崩落状況 （東から）

写真 112　調査区南壁西端部土層断面 （北東から）
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世から近世の遺物が混入していることから、中世以降集落が営まれた地域から採土されたものと思われ

る。また、既往の調査で主として中世の遺物が包含されていた第３層、古墳時代以前の遺物が包含され

ていた第４・５層に遺物を確認することはできなかった。新保育所の開発域は広大であるが、旧床土より

下位の堆積層で遺物の散布が希薄であったことを根拠として、調査は予備発掘にて終了することが平成

27年度第１回埋蔵文化財資料館専門委員会（平成27年６月16日開催）に諮られ、承認された。

【註】

１）小川国治（1992）「第４編近世第３章近世村落の成立と発展」，宇部市史編集委員会（編）『宇部市史通史篇』上巻，宇部（山口）
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遺物

番号

遺構・

層位
器種 部位

法量（㎝）
①口径②底径③器高

色調

①外面　　②内面
胎土 備考

1
1層

（旧耕土）

陶胎染付

高台付椀
底部

②（3.9）

③残高0.85

①断面　灰白色（2.5Y8/2)

②灰白色（5Y7/2)
精緻（砂粒をほぼ含まない） 灰釉

2
2-1層

（旧床土）

陶胎染付

高台付椀
底部

②（4.6）

③残高1.15

①断面　灰白色（2.5Y8/1)

②灰白色（2.5Y8/2)
精緻（砂粒をほぼ含まない） 藁灰釉

3
1層

（旧耕土）
陶器　鉢 口縁部 ③残高2.6

①②褐色（7.5YR4/3)

断面　灰色（5Y5/1)
精緻（砂粒をほぼ含まない） 鉄釉

4
1層

（旧耕土）
陶器　鉢 口縁部 ③残高2.45

①にぶい褐色（7.5YR5/4)

②明赤褐色（5YR5/6)

断面　にぶい橙色

（7.5YR7/3)

0.5～1mmφの長石含む 鉄釉

5
1層

（旧耕土）
粗陶器　甕 口縁部 ③残高3.15

①②断面　にぶい黄橙色

（10YR7/3)
0.5～1mmφの長石含む

6
1層

（旧耕土）
陶器　擂鉢 口縁部 ③残高2.65

①②灰褐色（7.5YR4/2)

断面　褐灰色（7.5YR4/1)
0.5～1mmφの長石含む 肥前

7
1層

（旧耕土）
陶器　擂鉢 口縁部 ③残高4.0

①②褐色（7.5YR4/3)

断面　にぶい黄橙色

（10YR7/3)

0.5～1mmφの長石含む 須佐唐津

0 10cm
(1/3)

1

図 60　出土土器実測図

写真 113　出土遺物 （土器）

2
3 4

1 2 3 4

5 6-1 6-2 7

表 10 出土遺物 （土器） 観察表

5

6

7

1 ・ 3 ～ 7　１層 （旧耕土）

２　２-１層 （旧床土）

法量（　）は復元値
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